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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

佐々木 敦緒 議員

一問一答方式

　

集
落
営
農
や
直
売
組

織
、
各
種
グ
ル
ー
プ
の
取

り
組
み
や
販
売
促
進
に
支

援
す
る
。

問�

　
ピ
ー
マ
ン
等
重
点
品
目

の
推
進
は
。

答
（
市
長
）�

　

苗
や
生
産
資
材
の
購
入

費
用
を
助
成
し
て
の
推
進

で
栽
培
面
積
が
増
加
し
た
。

問�

　
遠
野
農
業
の
柱
で
あ
る

畜
産
業
、
飼
養
頭
数
が
激

減
し
た
が
再
生
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
」
を
活
用
し
て
増
頭
対

策
を
講
じ
る
ほ
か
、
簡
易

牛
舎
や
電
気
牧
柵
に
よ
る

放
牧
事
業
に
は
、
市
単
独

事
業
で
支
援
し
て
い
る
。

問�

　
農
業
生
産
額
が
低
下
し

て
い
る
、
農
林
水
産
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
遠
野
農

業
は
活
性
化
し
た
か
。

答
（
市
長
）�

　

農
業
経
営
の
効
率
化
や

低
コ
ス
ト
化
の
推
進
な

ど
、
時
代
の
変
化
に
応
じ

た
農
業
を
進
め
て
い
る
。

問�

　

産
地
交
付
金
の
嵩
上

げ
、
※
連
坦
団
地
化
助
成

は
中
山
間
の
要
件
緩
和
の

ほ
か
、
農
業
関
係
予
算
を

増
額
す
べ
き
。

答
（
市
長
）�

　

水
田
転
作
の
促
進
の
た

め
、
転
作
品
目
に
応
じ
た

交
付
金
を
制
度
化
す
る
。

※�

飼
料
用
米
や
飼
料
作
物
等
対

象
作
物
を
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
連
坦
団
地
化
し
た
場
合

に
10
ア
ー
ル
当
た
り
５
０
０
０

円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
。

問�

　
コ
メ
余
り
の
現
状
、
遠

野
市
の
水
田
農
業
を
ど
の

よ
う
に
導
く
か
。

答
（
市
長
）�

　

主
食
用
米
並
み
の
所
得

が
確
保
で
き
る
交
付
金
を

措
置
し
、
飼
料
用
米
へ
の

転
換
を
進
め
る
。

問�

　
農
家
戸
数
農
家
人
口
と

も
に
激
減
し
た
検
証
に
基

づ
く
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

問�

　

両
遺
跡
の
調
査
結
果

は
。答

（
教
育
長
）�

　

綾
織
新
田
遺
跡
は
大
型

竪
穴
住
居
跡
と
大
量
の
石

の
耳
飾
り
が
出
土
。
金
取

遺
跡
は
９
万
年
か
ら
３
万

５
千
年
前
の
キ
ャ
ン
プ
跡

か
ら
石
器
の
ほ
か
焼
け
た

石
な
ど
が
出
土
し
た
。

問�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

綾
織
新
田
遺
跡
は
縄
文

時
代
の
東
北
地
方
を
代
表

す
る
集
落
跡
。
金
取
遺
跡

は
国
内
最
古
級
で
国
際
的

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

問�

　
史
跡
の
保
存
と
活
用
に

ど
う
取
り
組
む
。

答
（
教
育
長
）�

　

盛
り
土
し
て
保
護
し
て

い
る
。
本
年
度
Ｊ
Ｒ
東
日

本
東
北
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
、
特
別
展
を
企
画

し
活
用
を
図
る
。

問�

　
史
跡
を
整
備
し
観
光
等

に
活
用
を
図
る
べ
き
だ
。

答
（
教
育
長
）�

　

体
験
学
習
や
観
光
の
場

と
し
て
活
用
を
検
討
す

る
。

教
育
長	�

東
北
Ｄ
Ｃ
に
特
別
展
を
企
画
し

	
	

活
用
を
図
る

萩野 幸弘 議員

遺
跡
の
保
存
と
活
用
案
を
示
せ

一問一答方式

問�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
本
市
の
人
口
推

計
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
。

答
（
市
長
）�

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」

と
し
て「
テ
レ
ワ
ー
ク
」な

ど
、
首
都
圏
一
極
集
中
に

警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
地
方
創
生

の
風
を
受
け
止
め
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
人

口
減
少
に
一
定
の
歯
止
め

を
か
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

問�

　
農
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
の
第

３
次
産
業
ま
で
、
特
に
も

次
代
を
担
う
若
い
人
材
が

不
足
し
て
い
る
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
事
業
所
へ
の
高
校

生
の
就
職
内
定
状
況
は
１

月
末
現
在
25
人
で
、
労
働

力
確
保
が
大
き
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

２
校
体
制
を
堅
持
し
特
色

あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
を
図
り
生
徒
確
保
に
取

り
組
む
。

問�
　
八
幡
住
宅
跡
地
等
の
市

有
財
産
を
若
者
向
け
に
分

譲
す
る
等
、
定
住
人
口
拡

大
に
努
め
て
は
如
何
か
。

答
（
市
長
）�

　

具
体
的
な
跡
地
利
用
は

八
幡
住
宅
団
地
の
建
替
え

用
地
や
移
住
、
定
住
、
企

業
誘
致
と
連
動
し
た
住
戸

供
給
や
宅
地
分
譲
を
検
討

す
る
。
今
後
も
土
地
利
用

の
ニ
ー
ズ
や
各
種
施
策
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

速
や
か
に
検
討
を
進
め

る
。

市
長	

事
業
継
続
上
の
重
要
課
題
と
認
識
し

	

切
れ
目
の
な
い
施
策
を
講
じ
る

各
種
産
業
の
人
材
育
成
や
後
継
者
不
足

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は

問�

　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け

入
れ
に
向
け
た
「
で
・
く

ら
す
遠
野
」
の
新
た
な
取

り
組
み
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
で
・
く
ら
す
遠
野
」は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね

る
な
ど
議
論
を
重
ね
て
い

る
が
、
選
択
肢
を
広
く
持

つ
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
再

構
築
を
図
る
。

問�

　
庁
内
に
人
口
減
少
対
策

特
命
組
織
を
設
置
し
、
市

民
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

示
す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

ご
提
案
の
特
命
組
織
は

十
分
検
討
に
値
す
る
事
で

あ
り
、
よ
ほ
ど
の
覚
悟
を

持
っ
て
臨
む
べ
き
と
考

え
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

コロナ禍に対応した
移住・定住対策の強化が急務

市長 	受入れのための住環境整備や子育て、
	 働く場などトータルでの取り組みを進める

遠野市農業の再生は
市長 	畜産クラスターを
	 立ち上げ和牛の
	 生産拡大に取り組む

次代を担う若者定住に向け市有財産の有効活用を
（写真は八幡住宅跡地）

観
光
に
も
教
材
と
し
て
も
活
か

さ
れ
て
い
な
い
金
取
遺
跡

乳牛の多頭化に取り組む
青年農業者の牛舎


